
 

みどりの基本条例見直しについての概要 

 

１ みどりの基本条例とは 

  平成 23 年４月に施行した、本市の「みどり」に対する基本姿勢を示した条例。 

  基本条例では、「みどり」に関する基本理念などを掲げるとともに、今後、取り組むべき施策の 

実効性を高めるため、「みどりの保全と緑化の推進」に関する各種制度を具体的に位置づけている。

（本条例の施行に伴い、昭和 47 年施行の「緑地条例」を廃止） 

 

２ みどりの基本条例見直しの根拠 

  みどりの基本条例第 24 条で５年以内ごとに見直しを行うものと定めているため 

 

  【みどりの基本条例第 23 条】（抜粋） 

この条例は、その運用状況、実施効果等を勘案し、第 1 条の目的の達成状況を評価した上で、平

成 23 年４月１日後６年以内に見直しを行うものとし、以降５年以内ごとに見直しを行うものとす

る。 

 

 

 

令和３年４月見直し 

 

 

令和７年度中に見直し 
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３ 今回の条例見直しによる改正ついて 

 

（１）見直しについて 

  ○見直しの必要性について広くご意見をいただき検討したい 

   ※事務局としては、現時点で本条例は、みどり行政を取り巻く課題に対応したものとなって 

おり、改正の必要性はないと考えている。 

 

（２）参  考 

  ＊前回（令和２年度施行）条例改正以降に生じた、見直しに際し考慮すべき事項 

  ①緑地の機能維持増進の明記 

都市緑地法（以下「法」とする）の改正による「緑地の機能維持増進」が含まれた点について 

 

   ⇒「第 12 条 市は、（中略）みどりの快適性、景観、利用及び活用並びに防災に対する配慮の

重要性等のみどりの質の向上及びその継続を図るよう努めるものとする。」とあり、緑地の質(=

機能)の向上に努める旨、明記されている。 

  

 

  ②「基本方針」及び「広域計画」について 

法の改正により、市町村は、国交省策定の「基本方針」及び都道府県策定の「広域計画」を 

勘案したみどりの基本計画を策定することについて 

 

   ⇒「第９条２ 市長は、みどりの基本計画の策定を行うに当たっては、法第 4 条第 3 項に規定

する計画のほか、（中略）各計画が相互に連携するようにしなければならない。」とあり、都

市緑地法に基づく計画と連携する旨、明記している。 
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